Relation between Bruner\u27s Study of Perception and Educational Theory in The Culture of Education: Focusing on "Network of Mutual Expectations" by 嶋口 裕基
153ブルーナーの知覚の研究と『教育という文化』の関連性（嶋口）
はじめに
本稿の目的は，ジェローム・セイモア・ブルーナー（Bruner, Jerome Seymour, 1915–）が『教育と
いう文化』（The Culture of Education, 1996）に展開した教育論の形成過程の解明の一助とすべく，そ
の教育論と彼の知覚の研究の成果の関連性を明らかにすることにある。









シー・リュトケハウス（Lutkehaus, N. C.）やパトリシア・グリーンフィールド（Greenfield, P. M.）
も類似した見解を示している。彼女らは 1960年後半のブルーナーの活動に着目し，それと『教育と
いう文化』との関連性を明らかにしている。彼女らが対象としたブルーナーの活動とは，ヘッドス
タートに関与した経験，MACOS（Man: A Course of Study）開発の経験，そしてセネガルのウォロフ
族に関する院生の研究指導である。この三つの活動で得たことが『教育という文化』に反映されてい
るとリュトケハウスやグリーンフィールドは論じている（４）。このような指摘がある一方で，デイビッ
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